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資料１１ 



＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み １＞ 

「にぎやかな公共図書館」の推進 

  
豊島区立図書館基本計画（第二次）では、今後の図書館像として、本の貸出や閲覧だけでない、誰もがそれぞれ

のスタイルで利用できる「にぎやかな公共図書館」を掲げています。「にぎやかな公共図書館」の実現は、ハード・
ソフト両面の改善が必要であり、何より図書館員の意識の変革が求められています。 
 

ハード面では、先進自治体の視察等も交えながら、改築・改修が決定している「上池袋図書館」「千早図書館」の
コンセプト、空間づくりや導入機能等を検討しました。 

ソフト面では、地域図書館の取り組みを２点紹介します。 
まず、巣鴨図書館において令和５年９月よりキッチンカーの出店を本格開始しました。図書館利用者が巣鴨図書

館の前庭で飲食を楽しむ様子が見られます。また、普段図書館を利用しない方がキッチンカーを目的に足を運んで
くれることもあり、読書に限らず様々な目的をもって、気軽に訪れる場所としての図書館が実現しつつあります。
（庁内の職員提案制度「カイゼンチャレンジ賞」受賞） 

目白図書館では近隣施設のメジロック（豊島区立目白生活実習所）と連携し、アート活動を通じ、地域にある身
近な施設、仲間を知ってもらうことを目的としたワークショップ「缶バッジを作ろう！」を実施しました。気軽に
参加してもらうため、事前申込制ではなく当日の先着順イベントとして開催したところ、幅広い世代の方が参加し
盛況なイベントとなりました。 

職員の資質向上の取り組みとして、図書館員が一丸となって新たな図書館づくりをすすめるため、近年国内で浸
透している北欧スタイルの図書館を研究されている筑波大学の吉田右子先生をお招きした職員研修を実施しまし
た。今後も新たな図書館づくりを推進するため、職員研修を強化していきます。 

 
＜１＞地域図書館の改修・改築検討          ＜２＞キッチンカーの誘致 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

上池袋図書館 内観イメージ図 

＜３＞目白図書館ワークショップ           ＜４＞職員研修 講師：筑波大学吉田右子教授 
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＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み ２＞ 

まちなか、館外での読書の場の創出 

  
 豊島区立図書館基本計画（第二次）の重点的な取組のひとつに掲げられた「まちの中での場の創出」では、地域
の人々が集まる場でのサービス提供が求められています。区では「にぎやかな公共図書館」の実現に向け、区内事
業者と連携し、区内のさまざまな場所へ出向き、読み聞かせ会を行っています。 
 株式会社サンシャインシティとの共催による「サンシャインシティ絵本の森読み聞かせ会」では、図書館司書に
よる大型紙芝居、大型絵本等のおはなし会を行いました。 
 株式会社サンシャインシティとは、ほかにも区本庁舎 10 階「豊島の森」を会場とした、環境に関するおはなし
会「図書館司書によるもりもりおはなし会」や、雑司が谷公園を会場とし、IKEBUS（区営の周遊バス）の展示も楽
しめる「図書館司書によるあおぞらおはなし会」を実施しました。 
 さらに、西武池袋本店屋上庭園「食と緑の空中庭園」を利用している親子連れの来場者に向けた「わくわくおは
なし会」も実施しています。 
 
 
＜１＞ サンシャインシティ絵本の森 読み聞かせ会  ＜２＞もりもりおはなし会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３＞ あおぞらおはなし会                   ＜４＞わくわくおはなし会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
IKEBUS に乗って読み聞かせ 
 

 
たくさんの子ども達と手遊びしている様子 

 

 
豊島の森での読み聞かせ会 

 
みんな上手にできるかな？ 
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＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み ３＞ 

快適な図書館環境の整備 

 
豊島区立図書館は身近なサードプレイスとして居心地の良い滞在型図書館を目指しています。 
その一環として、巣鴨図書館の「すがもがーでん」や各館のマイボトル給水機の設置の取り組みを紹介します。 

 
巣鴨図書館の前庭を活用した「すがもがーでん」では季節の野菜や植物、ハーブ等を育てています。緑化や鑑賞・

観察を目的としておりますが、図書館事業で利用することもあります。令和 5 年度はすがもがーでんでできた綿花
を利用し、SDGｓ未来都市である豊島区が推進する SDGｓの目標のうち、「12.つくる責任つかう責任」、「15.陸の豊
かさを守ろう」をターゲットに、糸つむぎのワークショップを行いました。 

令和 6 年３月末より区立図書館７館中６館にマイボトル給水機を設置しました。各図書館ではマイボトルを持参
する利用者が徐々に増えています。また、マイボトル給水機を目的に図書館を給水スポットとして利用される方も
いらっしゃいます。マイボトル給水機は、居心地のよさのほか、マイクロプラスチック削減のための環境対策、熱
中症対策にも寄与しています。 
 
＜１＞すがもがーでん                    ＜２＞マイボトル給水機 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
糸つむぎワークショップの様子 
 
 
 ３ 



＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み ４＞ 

読書バリアフリーの推進 

  
 令和元年 6 月施行の「読書バリアフリー法（通称）」や、芥川賞受賞作品「ハンチバック」の著者で自身も難病
を抱えている市川沙央さんの訴えもあり、全国の公共図書館で、大活字本や音訳資料、オーディオブックなどバリ
アフリー資料の収集・提供が進んでいます。 

公共図書館併設の法定点字図書館（視覚障害者情報提供施設）に 50 年超の歴史を持つ本区は、読書バリアフリ
ーに関しては、先導的な立場であり続けたいと考えています。 
 バリアフリー資料をそろえた「りんごのたな」を設置、展開しているほか、全国初となるバリアフリー資料に特
化した図書スポンサー制度（りんごのたなスポンサー制度）開始の準備を進めました。（令和 6 年 4 月開始） 

また、12 月には併設の舞台芸術交流センター（あうるすぽっと）において、公益財団法人文字・活字文化推進機
構との共催による「読書バリアフリーフォーラム（こんな立場の人も読書バリアフリーを必要としています。）」を
開催したほか、当事者以外の方へも理解を進めるため、点字教室も開催しています。 
 
＜１＞バリアフリー資料の収集、「りんごのたな」の設置・展開 

 
中央図書館                    巣鴨図書館 
 
＜２＞読書バリアフリーフォーラムの開催       ＜３＞「子どものための点字教室」 
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＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み ５＞ 

区内学校、大学との連携 

  
 これからの社会を担う子どもたちが志高く未来を生きていくために、日常の読書活動が極めて重要な役割を果た
しています。こうした読書活動を推進するためには、関係機関、とりわけ区内の学校との協力連携が不可欠となり
ます。 
 令和 4 年度、5 年度に巣鴨図書館と清和小学校において「学校図書館と地域図書館の連携協力のモデル事業」を
行い、調べ学習に必要な図書の選書・配送、児童の図書館見学、学校司書と図書館司書の情報共有等、様々な連携
を行いました。この活動の中で、清和小学校 6 年生を対象に、キャリア教育の一環として大正大学附属図書館の見
学会を実施しました。モデル事業終了後も、連携は続いています。 
 このほか、中学校から要望の多い職場体験、ブックトークなどに積極的に取り組むなど、サービスの充実を図っ
ています。 
 また、区内小中学校・大学・幼稚園は、図書ネットワーク便に登録することで、1 か月 100 冊まで図書を利用で
き、この制度は、多くの施設で活用されています。 
 
＜１＞ 巣鴨図書館と地域との連携（清和小学校・大正大学） 

 

巣鴨図書館の見学                  大正大学附属図書館の見学 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜２＞ サービスの充実                   ＜３＞図書ネットワーク便の活用  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ブックトークの様子 教育施設へ発送されるコンテナ 
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＜令和 5 年度豊島区立図書館の主な取り組み ６＞ 

地域、住民との連携 

  
 本区では目指すべき区立図書館の姿として「自分づくり、地域づくりのプラットフォームとなり、地域コミュニ
ティの活性化を促進する場」を掲げており、各館、とりわけ地域館では、近隣にお住まいの方や、活動されている
団体との連携と協働を念頭に運営しているところです。 
 令和 5 年度区立図書館の代表的な取り組みとして、まずソメイヨシノの故郷 染井地区にある駒込図書館を紹介
します。 

館内に桜に関する資料を充実させた常設コーナー「ソメイヨシノライブラリー」を設置し、文化資源・観光資源
として活用しながら、情報を継承しています。 
 さくらの日（３月２７日）を含む１週間を「さくらウィーク」とし、館内にソメイヨシノの装飾を施し、来館者
にソメイヨシノにまつわるプレゼントの配布を行いました。 

また、上池袋図書館では、2 町会が隣接する上池袋さくら公園で開催した新入児童お祝い会に参加し、図書館の
説明・宣伝のほか、リサイクル図書の配布を行いました。今後も実施して欲しいとの要望を受けています。 
 長崎地域においては、名所・旧跡や地域の歴史などを案内するボランティアガイド「としま案内人長崎町」の活
動を支援し、千早図書館で２月に講演会を開催。地域の方に、自分たちが暮らしているまちのことをより知ってい
ただくことにつながりました。 
 
＜１＞さくらウィークの実施（駒込図書館） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜２＞地元イベントへの参加（上池袋図書館）   ＜３＞としま案内人長崎町との連携（千早図書館） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
館内装飾 

 
プレゼント（一般向け） 

 
プレゼント（児童向け） 

 
リサイクル本の配布の様子 

 
講演会の様子 
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令和５年度豊島区立図書館運営に係る評価基準 

 

運営状況に係る指標、施策、取組み及び利用者アンケート結果の諸項目について、本基準

により評価する。なお適用条件を総合的に勘案するものとする。 

 

１ 一般基準（指標、施策、取組に適用） 

評価区分 評語 適用条件 

Ａ 

（基本） 

良好 

（その他） 
・現行どおりで可 

・拡充し推進すべき 

・目標を相当程度超える 

・計画を相当程度超えた進捗がみられる 

・想定以上の効果がみられる 

・前年度実績を相当程度超えた状況にある 

・特に改善すべき点はなく、現状どおりで問題ない 

・需要が高く一層の拡充が求められる。 

Ｂ 

（基本） 

標準 

（その他） 
・おおむね現行 

どおりで可 
・一定程度改善の 

余地がある。 

・おおむね目標どおりの状況にある 

・おおむね計画どおりの状況にある 

・おおむね想定どおりの状況通りにある 

・おおむね前年度並みの状況にある 

・一定程度改善の余地があるが、おおむね現状どおり

で問題がない 

・評価が困難または評価を要しない状況にある 

Ｃ 

（基本） 

不十分 

（その他） 
・大いに改善を 

要する 
・廃止、縮小を 

要検討 

・目標を相当程度下回る状況にある 

・計画に比し遅延した状況にある 

・想定より下回る状況にある 

・前年度実績を相当程度下回る状況にある 

・特段の成果がみられない 

・着手（研究・検討含む）できていない（着手時期に

ない場合及び特別な事情がある場合、実施の必要性

が失われた場合等を除く） 

・運営手法等に課題があり、抜本的な改善を要する 

・実施の必要性が低いまま運営を行っている 

２ 特別基準（利用者アンケート結果に適用） 

評価区分 適用条件 

良好 

・利用者の評価が極めて高いことが認められる 

・特段の課題がないことが認められる 

・現行どおりの運営で支障がないと認められる 

・改善の必要または余地がないと認められる 

改善の余地あり 

・評価結果から何らかの改善の必要と認められる 

・相当数の利用者からの改善要請が認められる 

・相応の改善により利用者の満足度が高まると認め

られる 
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 6,000
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8,000
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10,000

11,000

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

登録者数（YA）

H20 8,878人
R4 7,498人R1 10,306人

R5 8,406人

令和５年度豊島区立図書館運営の評価①＜総括＞ 

 

１ 登録者総数（年度末）  

評価 評価理由等 

B 

 前年度比 5,916 人（6.3％）増加した。ただし、未だコロナ前には戻っ

ておらず、直近ピークの平成３０年度比で１４％低い状況にある。(平成

22 年度の約 4 分の 3) 

年代別では、YA（13～19 歳）、児童(12 歳以下)とも回復傾向にある

が、いずれもコロナ前には戻っておらず、特に YA 層の戻りが鈍い。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

登録者数（児童）

H20 9,707人
H30 10,772人

R4 9,734人

R5 10,157人

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

登録者数（全体）H20 110,991人
H22 121,704人

R4 94,092人

R5 100,008人

H30 115,906人

H26  9,221 人 
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２ 区民登録率 （区民全体に占める利用登録者の割合 年度末） 

評価 評価理由等 

B 

前年度比 0.7 ポイント上昇の２０．６％となった。 

平成 22 年度の 26.4％から、令和 4 年度の 19.9％まで、12 年間

で 6.5 ポイント低下したが、ひとまず下げ止まる形になった。 

なお、本区は利用登録に一切の住所要件を設けておらず、（23 区中

9 区）、登録者に占める区民割合は 60.2％である。（※中央、駒込は

区外在住者が多い。） 

 

 
３ 来館者数（年間）  

評価 評価理由等 

B 

前年度比 42,535 人（２．９％）増加した。 

ただし、平成 29 年度 208.8 万人の約 7 割であり、コロナ禍からの

回復の鈍さがみられる。 

なお、場としての図書館の充実度を図る指標として特に注視したい。 
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23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5

区民の利用登録（図書館利用カード発行）率

H20 26.4％

R4 19.9％

R5 20.6％
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1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2,200,000

28 29 30 1 2 3 4 5

来館者数（全館）H29 2,088,598人

R2 1,088,378人

R4 1,469,778人
R5 1,512,313人
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４ 貸出数（年間）  

評価 評価理由等 

B 

前年度比 58,393 冊（2.8％）減少した。 

登録者、来館者の減少に比べ、貸出冊数については比較的底堅く

推移している。令和 5 年度は 2 年連続の減少となったが、コロナ禍

にあった令和 3 年度の貸出数は過去最高に達した。とりわけ児童書

の伸びが顕著である。図書館内で閲覧する形から、借りて自宅で読む

形にシフトしている可能性がある。 

登録者数、来館者数が低位な中、貸出冊数が伸びていることは、図

書館を利用する者と、利用者しない者が二極化しているともいえる。

（23 区全体でも同様傾向） 

一方、4 年度の YA 層（13 歳～19 歳）の貸出数は 5 万 3 千冊強

で、平成 20 年度 8 万 8 千冊強から約 4 割の大幅減となっている。 

館別にみると地域館は堅調だが、中央館は長期減少傾向にある。 
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読書に課題や困

難がある 人への

サービス  

 

点字図書館（ ひかり 文庫） の運

営を 中心に、 視覚障害者のほ

か、 外国人や日本語を母語と し

ない利用者など、 読書に困難や

課題がある 人が気軽に読書を楽

し める 環境を 整備する 。  

ひかり 文庫図書資料数（ 点字図

書・ テープ図書・ DAI SY図書・ 拡大

写本図書・ さ わる 絵本） 14. 837 点 

対面朗読 0 人 0 回 

そよ かぜ文庫登録者 9 人 

同貸出数 1352 冊 

外国語図書の蔵書数 3601 冊 

 

ひかり 文庫図書資料数（ 点字図書・ テー

プ図書・ DAI SY図書・ 拡大写本図書・ さ

わる 絵本） 14. 616 点 

対面朗読 24 人 24 回 

そよ かぜ文庫登録者数 7 人 

同文庫貸出数 1. 681 冊 

外国語図書の蔵書数 3536 冊 

 

Ｂ  コ ロ ナ禍で中断し ていた点字図書館の対面朗読

を 規模縮小ながら 再開し たほか、 バリ アフリ ー図書

のコ ーナー「 り んごのたな」 を 巣鴨図書館に続き 、

中央図書館でも 展開する など、 読書バリ アフ リ ーの

推進を 図っ た。（ 読書バリ アフ リ ー法推進計画につい

ては都・ 他区の動向を 注視のう え継続研究）  

そよ かぜ文庫は登録者が一桁と なっ ており 、 サービ

ス の周知強化が必要である 。  

外国語図書蔵書数は 23 区平均を大き く 下回っ てお

り 、 さ ら なる 拡充が必要である 。 外国人比率が高い

本区の特性を 踏ま え、 やさ し い日本語の活用など 多

文化サービ ス を推進し ていく 。  

資料１ ４  
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児童サービス の

充実 

 

 

＜子ど も 読書活動推

進計画関連＞ 

児童（ 12 歳ま で） が、 読書の喜

びを 知り 、 読書習慣を身に着け

ら れる よ う 、 児童と 本を つなぐ

サービ ス を 充実する 。  

児童書蔵書数 205. 346 冊 

児童書貸出数 802. 969 冊 

区立小学校への団体貸出 1033 回 

          31. 762 冊            

おはなし 会の実施 

・ 乳幼児向け 68 回 参加 406 名 

・ 児童向け 339 回 参加 2. 281 名 

児童書蔵書数 209. 779 冊 

児童書貸出数 769, 468 冊 

区立小学校への団体貸出 941 回 

           14. 812 冊  

おはなし 会の実施 

・ 乳幼児向け 92 回 参加 737 名 

・ 児童向け 329 回 参加 3. 434 名 

Ａ  コ ロ ナ禍で中断し ていた館内のおはなし 会や子

ど も 向けイ ベント を 再開し たほか、 子ど も 向けブッ

ク リ ス ト （ 幼児用、 小学生用） や読書ノ ート を 配布

する など子ど も が本に親し む環境を 充実さ せる こ と

ができ た。  

 

 

YAサービス の充

実 

 

 

＜豊島区子ど も 読書

活動推進計画関連＞ 

13 歳から 19 歳ま でのティ ーン

ズが本に接する 機会を増やし 、

読書を 通じ て日常生活を 豊かに

でき る よ う 、 サービ ス を 充実す

る 。  

YA向け書籍蔵書数 36. 827 冊 

YA向け書籍貸出冊数 127. 796 冊 

区立中学校への団体貸出 7 回 

404 冊 

YA向けイ ベント の開催 0 回 

YA向け書籍蔵書数 37. 495 冊 

YA向け書籍貸出冊数 76, 615 冊 

区立中学校への団体貸出 12 回 

            245 冊 

YA向けイ ベント の開催 2 回 

・ 図書館のコ ーナー名募集 参加 106 名 

・ 図書館キャ ラ ク タ ープロ フィ ール募集 

 参加 240 名  

Ｂ  YA向けの書籍の充実や、 YA向けブッ ク リ ス ト

の配布、 利用者が勧める 本を紹介する コ ーナーの常

設を おこ なっ たが、 貸出冊数の増につなげら れなか

っ た。  

今後は YA層が参加し やすいさ ま ざま なイ ベント を 意

識的に増やすなど 、 図書館に親し みを 持ち、 足を 運

んでも ら える 仕掛けを 増やし ていく 。  

利用者意見の反

映及びサービス

の向上 

利用者の意向を的確に把握し 、

他自治体の状況等も 踏ま えつ

つ、 利用者サービ ス の向上を図

る 。  

利用者アンケート （ 満足度調査）

の実施４ 館 

有効回答数： 一般向け 711 件 

     子ども 向け 138 件 

メ ール、 はがき によ る 意見 86 件 

利用者アンケート （ 満足度調査） の実施 

7 館 

有効回答数： 一般向け件 2. 604 件 

子ど も 向け 1. 223 件 

メ ール、 はがき によ る 意見 104 件 

子ど も レ タ ー 26 件 

Ｂ  6 年ぶり の全館アンケート を実施し 、 内容を 分

析検証し たほか、 メ ール等で受けた利用者の声を 反

映し た。  

6 年度に貸出数・ 予約数の引上げを 実施する ほか、 今

後の施設整備に反映する 。 ま た各館で受けた意見を

全館で共有でき る 仕組みを 検討する 。  
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情報サービス の

充実 

区民一人ひと り の疑問や問題解

決を 図る ために必要な図書資料

等を 提供でき る よ う 、 情報サー

ビ ス を 充実する 。  

ブッ ク リ ス ト 作成 18 件 

パス フ ァ イ ンダー7 館中 1 館 

商用データ ベース  ８ 点 

夏休みの宿題応援プロ グラ ム 5 館 8 回

開催 

メ ールマガジン登録者数 未集計 

イ ンタ ーネッ ト 情報利用館数 1 館 

ブッ ク リ ス ト 作成 12 件 

パス フ ァ イ ンダー7 館中 1 館 

商用データ ベース  ８ 点 

夏休みの宿題応援プロ グラ ム 6 館 10 回

開催 

メ ールマガジン登録者数 1. 912 人 

イ ンタ ーネッ ト 情報利用館数 1 館 

Ｂ  課題解決に資する 適切な資料を 提供でき る

よ う 、 利用者視点に立っ たレ フ ァ レ ンス を心掛け

ており 、 レ フ ァ レ ンス 件数は微増と なっ た。 独立

し たレ フ ァ レ ンス カウ ンタ ーの設置、 ウ ェ ブによ

る レ フ ァ レ ンス サービス の導入が検討課題である  

・ 単に図書館員が資料を 検索・ 提供する だけでな

く 、 情報リ テラ シーを含め自ら 情報を 検索する 力

を 身に着ける 観点で、 図書館ホームページに若者

向け「 調べ学習のツ ボ」 を 掲載し た。 ま た「 夏休

みの宿題応援プロ ジェ ク ト 」 において資料の探し

方の助言を 行った。  

・ 今後も 、 区民が図書館を 最大限活用し 、 課題解

決ができ る よ う 情報サービ ス の充実を 図る 。  
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地域の課題に対

応し たサービス  

地域の課題、 庁内の政策立案・

調査研究に対応する ために必要

な図書資料や情報を 提供でき る

よ う サービ ス を充実する 。  

レ フ ァ レ ンス 件数 46. 198 件 

中央図書館六角柱テーマ別展示 71 件 

（ 健康支援・ 子育て支援等）  

ビ ジネス なんでも 相談実施回数 22 回、

相談件数 15 件 

庁内から の資料相談に対する レ フ ァ レ

ンス  随時 

レ フ ァ レ ンス 件数 48. 140 件 

六角柱テーマ別展示 63 件 

（ 健康支援・ 子育て支援等）  

ビ ジネス なんでも 相談実施回数 48 回、

相談件数 35 件 

庁内から の資料相談に対する レ フ ァ レ ン

ス  随時 

 

Ｂ  地域・ 行政の多様な問題解決を 図る ため、

中央図書館内の展示ス ペース （ 通称六角柱） で

様々なテーマごと の本を 集めて展示し た。 中央館

の特別展示でも 商店街の活動を 紹介し た。  

開館当時から 行っ ている 「 ビジネス なんでも 相

談」 は前年度比倍増し たが、 低水準にあり 、 認知

度を 上げていく 努力が必要である 。  

・ 庁内政策に関わる レ フ ァ レ ンス については、 同

様に認知度を 高めていく 必要がある 。  

地域資料・ 行政

資料の充実 

自ら の住む地域における 行政・

教育・ 文化・ 産業などに関連す

る 情報を 得る こ と で、 地域への

関心を 醸成し 、 課題解決に資す

る こ と ができ る よ う 、 地域資

料・ 行政資料を充実する 。  

地域行政資料蔵書数 16. 514 冊 地域行政資料蔵書数 16. 821 冊 Ｂ  全館で地域・ 行政資料を 積極的な収集に努

め、 蔵書は増と なっ たが、 未だ 23 区最下位であ

り 、 本区の大き な課題である 。  

今後千川中に地域資料コ ーナーを 設ける 予定であ

り 、 地域・ 行政資料の一層の充実に努める 。  

・ ボーンデジタ ル化資料に係る レ フ ェ ラ ルサービ

ス の充実も 課題である 。  

図書館員の人材

育成 

区民や地域の必要と する 資料を

適切に提供でき る よ う 、 図書館

員のス キルを 向上さ せる ため、

人材育成を 充実さ せる 。  

都立図書館研修への職員派遣 8 種、 10

名（「 子供の読書に関する 講座」 等）  

各種 OJT研修随時 

 

資質向上のための全体研修 1 回 

（ にぎやかな公共図書館研修）  

国立国会図書館・ 都立図書館研修への職

員派遣 15 種 17 名（「 子供の読書に関す

る 講座」 等）  

各種 OJT研修随時 

Ｂ  図書館員の専門性や接遇能力の向上、 今後

の図書館像の理解促進のため、 職員研修を強化し

ている 。 派遣型の研修では、 研修受講者によ る 職

場へのフ ィ ード バッ ク を 確実に行える よ う な体制

を 目指す。  
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多様な学習機会

の提供 

 

自己の興味や関心のある 分野を

学び、 見識を 深める ために、 多

様な学習機会を提供する 。  

一般向け各種講座・ 講演会 79 回開

催、 3. 735 名参加 

区内大学図書館と の相互協力 

6 大学 33 冊 

一般向け各種講座・ 講演会 54 回開催、

1751 名参加 

区内大学図書館と の相互協力 

6 大学 5 冊 

Ｃ  多様な分野の講座、 講習会の実施に努めている

が、 中央館については、 内容が文学・ 文化関連に偏

り がちなため、 区民の日常生活に関する テーマなど

広範囲の講座や講演会を 企画し 、 図書館を利用し な

かっ た層へも アプロ ーチし ていく 。  

・ 大学図書館と の相互協力については、 利用が伸び

悩んでおり 、 区立図書館側で一層の周知に努める 。  

・ 持込資料によ る 自習を 可と する 取扱を 検討する 。  

ボラ ンティ ア活

動の推進 

区民自ら が地域の生涯学習活動

の担い手と なり 、 地域コ ミ ュ ニ

ティ の活性化を促進する ため、

ボラ ンティ ア活動の支援を 推進

する 。  

点字図書館ボラ ンティ ア登録数 96 名 

読み聞かせボラ ンティ ア登録数 65 名 

点訳・ 音訳・ 拡大写本ボラ ンティ ア

によ る 図書資料の制作 111 タ イ ト ル 

読み聞かせボラ ンティ アフ ォ ロ ーア

ッ プ研修 2 回、 読み聞かせボラ ンテ

ィ アによ る 読み聞かせ会の開催 5 回 

子ど も の読書に関する 講習 2 回 68 名 

点字図書館ボラ ンティ ア登録数 89 名 

読み聞かせボラ ンティ ア登録数 53 名 

音訳ボラ ンティ アの養成 6 名 

点訳・ 音訳・ 拡大写本ボラ ンティ アに

よ る 図書資料の制作 148 タ イ ト ル 

読み聞かせボラ ンティ アフ ォ ロ ーアッ

プ研修 2 回、 読み聞かせボラ ンティ ア

によ る 読み聞かせ会の開催 146 回 

子ど も の読書に関する 講習会 2 回 90 名 

Ｂ  点字図書館ボラ ンティ アについては、 養成講習

を 再開し たが、 グループによ る が減少傾向にあり 、

担い手、 と り わけ若年層の確保が課題である 。  

・ 読み聞かせボラ ンティ アについては、 保育園、 区

民ひろば等様々な施設で積極的な活動を 行っ た。  

フ ォ ロ ーアッ プ研修については、 今後も 継続し て実

施し 、 ボラ ンティ アのス キルアッ プにつなげ、 将来

的な自立化も 模索し ていく 。  
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子ども の読書活

動推進 

 

 

＜子ど も 読書活動推

進計画関連＞ 

子ど も が本に親し み、 読書の楽

し さ を 感じ る こ と ができ る よ

う 、 小中学校、 関係機関と 連携

し て子ど も の読書活動を 推進す

る 。  

 

 

団体貸貸出冊数 1. 872 回 60. 063 冊 

学校訪問 85 回 2. 491 名 

学級招待（ 図書館見学） 22 回 686 名 

職場体験 1 回 11 名 

職場イ ンタ ビ ュ ー6 回 259 名 

区内幼稚園 出張おはなし 会 4 回 

団体貸出冊数 1. 816 回 32. 011 冊 

学校訪問 91 回 2. 673 名 

学級招待（ 図書館見学） 22 回 1. 071 名 

職場体験 2 回 20 名 

職場イ ンタ ビ ュ ー5 回 178 名 

区内幼稚園・ 保育園 出張おはなし 会 

5 回 

Ｂ  清和小と 巣鴨図書館の連携事業では、 区立図書

館側が調べ学習に適当な選書、 学校図書館側では区

立図書館の積極利用につなげる 支援を 行う など 、 相

乗効果をも たら す取り 組みと なった。 今後も 保育

園、 学校及び学校図書館と 連携し 、 子ど も たちが読

書によ り 興味を持っ ても ら える よ う 事業を行う 。  

・ 実施校に偏り がみら れる ため、 今後はよ り 多く の

学校が利用でき る よ う 周知を促進する 。  

・ 小・ 中学校以外では、 保育園や区民ひろば、 子ど

も ス キッ プでの読み聞かせや、 団体貸出等を 行っ て

いる 。 こ れら の施設と の連携についても 、 よ り 効果

的に利用し ても ら える よ う な取り 組みを 検討する 。  
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ま ちの中での場

の創出 

図書館の外でも 、 読書の楽し さ

に触れたり 、 読書活動ができ る

よ う 、 ま ちの中で読書に親し む

こ と ができ る 場を 創出する 。  

館外でのおはなし 会の実施 3 回 160

名参加 

地域のお祭り ・ イ ベント 参加によ る

リ サイ ク ル本の提供 3 館 3 回 

 

館外でのおはなし 会の実施 25 回 1. 299

名参加 

地域のお祭り ・ イ ベント 参加によ る リ サ

イ ク ル本の提供 5 館 5 回 

 

Ａ  公共施設のほか、 大学、 民間企業等と の連携

によ る おはなし 会を 実施し たほか、 地域のお祭り 等

に参加し リ サイ ク ル本を 配布する など 、 ま ちの至る

所で読書に親し む機会を 設けた。 今後は、 各図書館

それぞれが、 事業を 通じ てよ り 一層地域と の連携を

深めていく 。  

Ｄ Ｘ の推進 図書館の業務効率化、 利用者の

利便性向上のために、 図書館に

適し た DXを推進する  

他区実態調査 

先進自治体視察等 

 

他区実態調査、 必要性精査 

先進自治体視察 

利用者意向の把握 

図書館シス テム再構築検討 

上池袋図書館大規模改修に合わせた予

約図書貸出コ ーナー設置の検討 

Ｂ  図書館シス テムの再構築にあわせ 6 年度は、

セルフ 返却機、 セルフ 予約図書貸出コ ーナーの設置

のほか、 ス マート フ ォ ンによ る 図書館カード 利用機

能、 オンラ イ ン利用登録等の新たなサービス につい

て、 検討を 行う  

電子図書館の本格実施に向けた検討も 進める 。  
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施設整備 各館の改修時期に合わせたゾー

ニングやレ イ アウ ト を行い、 多

く の人が快適に利用でき る 図書

館を 目指す。  

先行事例・ 他区図書館の視察 

利用者アンケート の実施 

上池袋図書館の設計作業 

 

先行事例・ 他区図書館の視察 

利用者アンケート の実施 

上池袋図書館の基本計画、 設計 

千早図書館のコ ンセプト 検討 

Ｂ  令和 8 年 4 月リ ニュ ーアルと なる 上池袋図書館

の大規模改修、 令和 10 年リ ニュ ーアルと なる 千早図

書館改築に向け、 空間、 機能、 運用等の検討を 行っ

た。  

今後の図書館のあり 方を 左右する ため、 重点的に取り

組む。  

既存の図書館の対応も 検討する 。  


